
 

 

エンタングルメント  

 一日に、十人くらいの人のお話しを聴いていますが、時々、不思議なことが

起こります。 

 

例えば、一人目の人のお話しの中で、たまたま出身地のことを話してくださっ

たら、二人目の人がその場所に旅行に行って来られたことを仰り、私は行った

ことがない土地の話をなぜかちょっとだけ知っている感じで聴いたりします。 

 

二人目の人が旅行されたのは好きなアニメの舞台になった町だそうで、そう

いう場所に実際に足を運ぶことを聖地巡礼というのだと教わります。 

 

三人目の人の趣味はアイドルをファンとして応援されることだそうで、応援

している（推し活動と言うそうです）アイドルが出ていた映画にとても感動し

たと仰います。 

どのように感動されたかをお聴きするうちに、その映画が実際にあった出来事

を再現していることや、その原作者の名前などがわかりました。 

 

四人目にいらした方がとある劇団に所属されているそうで、「どんな劇団です

か？」と私が尋ねると、その人が主催者の名前を出されたので、私は驚きなが

ら「あ、その人は〇〇という映画の原作者さんじゃないですか？」と言いまし

た。「え、知ってるんですか？」と訊かれて「はい、さっき知ったばかりです」

と答える私。物語が実話だったという話しから、舞台になった場所に“聖地巡礼”

されたお話しをお聴きできました。 

 

そして次の五人目の人は・・・というように、一日にお会いする人たちのお

話しが、次々と何かしらの接点を持って続くことがあります。 

 

それが一人目と五人目だったり、三人目と八人目だったり、昨日お会いした

人と今日お会いした人だったり、接点が生じる相手はその日によってバラバラ

ですが、偶然にしては続くなあと感心することが時々あります。 

 

主訴としてご相談されている内容からは少し話しがそれて、思いもよらない

方向にお話しが広がることで、それまで聴けていなかったその方の一面を知る

ことになります。そのことが新たな気づきにつながったり、問題解決に糸口に

なることもあります。 

 

このような、私とクライエントさんを『より深くつないでくれるような偶然

 



 

 

の出来事』を、心理学者ユングの言葉を借りて『シンクロニシティ』と呼んで

います。 

 

ユングは、精神科医として治療困難だったある患者さんが「神様のカブトム

シ」のことを話しているとき、その部屋の窓に何かがぶつかる音を聴きます。

窓辺に行くと金色に輝くコガネムシがいました。それを捕まえて患者さんに「こ

のことですね」と見せたところから、この患者さんが回復していくという逸話

があります。たまたまの出来事が重要な意味を持つことがあるとして『シンク

ロニシティ』についての研究や発表をユングは始めましたが、科学的ではない

とされ、批判を受け、医者や心理学者ではなくオカルトの人として扱われるよ

うにもなってしまいました。 

 

同じ時代を生きた科学者にアインシュタインという天才物理学者がいます

が、ユングとアインシュタインは何度か対面し意見を交わしています。 

アインシュタインは相対性理論が有名ですが、実は『シンクロニシティ』の

ような、従来の科学では説明のつかない、とある発見もしています。 

『エンタングルメント』という現象です。日本語で『量子のもつれ』と訳さ

れています。 

現在、日本の大学や企業でも熱心に研究され始めた量子力学の中心的な考え

方と言えます。 

 

『量子のもつれ』とはどのような現象かの前に、量子とは何か？と、最近、

質問をされることが増えているので、説明しておきます。量子とは『粒子と波

の性質を同時に持つエネルギーの塊』のことです。 

物理学者たちが実験を重ねるうちに、目に見える物体は目に見えない物質から

できていて、分子、原子、電子などとどんどん細かく調べた結果、さらに小さ

な『素粒子』という存在まで突き止めました。そして光の素粒子を使いその性

質を調べ始めました。 

有名な、二重スリット実験（詳細は端折りますがご興味があれば YouTubeに

わかりやすいものが沢山あります）という光の進行を板で遮り、その板にスリ

ット（縦穴）を二本入れて、光の動きを観察しました。その結果、光は人間が

カメラ等で記録をすると粒子として振る舞いますが、記録装置を無くすと、波

の働きをみせるのです。光はある時は粒子でもあり、波でもあるということが

わかり、これが量子と呼ばれるようになりました。 

 

アインシュタインはこの量子の動きに更なる不思議な現象を発見してしまい

ます。 

関係性を持った量子と量子の間には、不思議な連動がみられるのです。 

わかりやすくイメージすると、箱が二つあり、その中にそれぞれ一枚のコイ



 

 

ンが入っているとします。その箱の一つを私が持って、もう一つの箱をあなた

が持って、お互い日本を出て私が NY に行き、あなたがロンドンに行ったとし

ます。そして、私が NY で箱を開けたとき、中のコインは表でした。その時点

でロンドンにいるあなたの箱の中のコインは裏になっているというものです。

量子同士が一度関係づいてしまうと必ず連動するというのです。 

片方の状態がわかると、もう片方の状態も決定されてしまうという現象が量

子と量子の間で関係づいてしまうのです。これを『量子のもつれ（エンタング

ルメント）』と言います。 

 

この現象を発見し、発表したのは、アインシュタインですが、この現象を科

学的にあり得ないとして、生涯否定し続けました。何か他に原因があるはずだ

と。そのため、世界中の研究者たちがこの現象について様々な意見やアイディ

アを出し続け、発展した学問が量子力学です。そして、ついに完璧な実験装置

が開発され、原因や理屈はわからないながら『量子のもつれ（エンタングルメ

ント）』という現象が存在することは証明されました。2022 年にノーベル物理

学賞を受賞した三人の研究者はその功績を称えられたのです。 

 

私たち人間は、安全により良く生きるために、様々な法則や理論を求めてし

まいます。病名や診断基準、治療方法も分類して、確立することによって安心

したくもなります。また、慣れ親しんだ考え方ややり方を新しくすることが困

難でもあります。 

私たちは“すでにわかっている”科学の恩恵を受けながら、“まだわかってい

ない”科学的ではない現象の中で暮らしています。または、“わかっていたつも

り”で科学的に行動した結果、予期せぬ事故や副作用に見舞われることもあり

ます。そのような不確かさの中で不安を感じる人と期待を抱く人が在ります。

あるいは、不安と期待を同時に抱えているのが人間なのかもしれません。ある

意味では人間は量子的です。 

 

毎日、私は量子的な人間とお会いし、科学的にも非科学的にもお話しをして

います。そして、時々「あ、もつれた」とつぶやいているのです。 

あなたと私のエンタングルメントが、どのように影響しあうのか、楽しみに

しています。  
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